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。
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Ⅰ
．
山
本
亭
を
ご
存
知
で
す
か
？

一
般
的
に
葛
飾
柴
又
で
の
名
所
は
、「
帝
釈
天
」（
日
蓮
宗
・

経
栄
山
題
経
寺
）、「
矢
切
の
渡
し
」、
そ
し
て
「
山
本
亭
」
の
順

に
な
る
。

「
山
本
亭
」
は
、
見
事
な

伝
統
的
書
院
庭
園
と
、
大

正
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
和

洋
折
衷
の
建
物
で
あ
り

な
が
ら
、
い
ま
一
つ
知
名

度
が
低
い
。
庭
園
の
広
さ

は
約
８
９
０
㎡
、
建
物
１

階
が
約
４
０
０
㎡
、
一
部

二
階
と
土
蔵
と
、
別
棟
の

茶
室
か
ら
な
っ
て
い
る
。

大
正
末
期
か
ら
当
地
の
資
産
家
、
山
本
栄
之
助
氏
の
邸
宅
で

あ
る
。
山
本
氏
は
、「
山
本
工
場
」
と
い
う
カ
メ
ラ
部
品
工
場
の

経
営
者
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
前
の
経
営
者
と
は
云
え
、
失
礼
な

が
ら
、
世
に
知
ら
れ
た
大
企
業
で
も
な
い
。
近
代
実
業
家
人
名

辞
典
等
に
も
名
前
は
見
当
た
ら
な
い

 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
春
の
陽
ざ
し
を
浴
び
た
亭
内
）
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麹
町
（
千
代
田
区
）
で
も
な
く
、
松
涛
（
渋
谷
区
）
で
も
な

い
当
時
の
下
町
は
、
長
屋
、
借
家
、
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、

ど
う
し
て
葛
飾
に
？
と
、
疑
問
を
抱
く
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

贅
を
尽
く
し
た
豪
邸
に
住
む
為
に
は
、
会
社
が
好
調
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ぶ

ん
経
営
手
腕
に
優
れ
、

税
制
も
今
よ
り
緩
や

か
な
、
良
き
時
代
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
な
ど
と
、

勝
手
に
想
像
し
た
。

山
本
邸
は
、
栄
之
助

氏
か
ら
４
代
が
暮
ら

し
、
昭
和
63
年
に
区

が
取
得
、
「
山
本
亭
」

と
改
め
平
成
３
年
か

ら
一
般
公
開
と
な
っ

た
。平

成
12
年
に
は
、
葛
飾
区
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
か
つ
て
の
正
面
玄
関
）
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Ⅱ
．
主
を
偲
ぶ

た
た
ず
ま
い

現
在
の
山
本
亭
の
入
館
口
は
、
帝
釈
天
に
近
い
北
側
に
あ
る
。

昔
の
正
門
は
、
反
対
の
南
に
面
し
た
高
さ
約
２
ｍ
の
塀
に
囲

ま
れ
、
洋
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
長
屋
門
は
見
事
で
あ
る
。

「
洗
い
出
し
」
の
レ
ン
ガ
風
仕
上
げ
は
、
木
造
に
は
見
え
な
い
。

門
の
左
右
に
あ
る
袖
部
屋
は
、
大
理
石
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
使
わ
れ
、
門
番
や
来
客
の
付
き
人
、
車
夫
の
控
室
に
な
っ
て

い
る
。
玄
関
脇
の
応
接
間
は
邸
内
唯
一
の
洋
間
で
、
漆
喰
の
高

い
天
井
、
寄
木
モ
ザ
イ
ク
模
様
の
床
、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
な
ど
、

昭
和
初
期
の
上

流
社
会
の
雰
囲

気
を
漂
わ
す
。

家
を
取
り
巻

く
廊
下
の
天
井

は
数
奇
屋
風
で
、

木
製
の
ガ
ラ
ス

戸
や
「
ガ
ラ
ス

欄
間
」
で
自
然

光
を
入
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
袖
部
屋
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
窓
）
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（
写
真
・
欄
間
と
レ
ト
ロ
な
電
灯
の
笠
が
懐
か
し
い
）

庭
に
面
し
た
各
部
屋
は
、
主
の
性
格
か
ほ
と
ん
ど
壁
は
無
く
、

開
放
的
で
あ
る
。

各
部
屋
か
ら
廊
下
越
し
に
見
る
庭
園
は
、
縁
先
に
池
泉
を
巡

ら
し
、
築
山
と
約
４
０
０
本
の
植
え
込
み
で
、
遠
近
・
濃
淡
を

つ
け
、
滝
の
音
を
響
か
せ
た
書
院
庭
園
で
あ
る
。
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Ⅲ
．
関
東
大
震
災
と
葛
飾

今
年
の
３
月
11
日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
日
本
大
地
震

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
世
界
最
大
級
で
あ
っ
た
。

規
模
は
関
東
大
震
災
を
凌
ぎ
、
津
波
に
よ
る
未
曾
有
の
被
害

が
痛
ま
し
い
。

今
か
ら
88
年
前
の
、
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
は
、
死
者
、
行
方
不
明
者
約
10
万
５
０
０
０
人
、
焼
失

家
屋
44
万
７
１
２
８
戸
に
及
ん
だ
。
と
り
わ
け
、
東
京
下
町
の

被
害
は
大
き
く
、

当
時
、
浅
草
小
島
町

一
丁
目
に
工
場
が
在

っ
た
山
本
栄
之
助
氏

は
、
壊
滅
的
打
撃
を
受

け
、
一
代
で
築
い
た
富

を
失
っ
た
と
い
う
。

浅
草
に
嫌
気
が
さ

し
た
山
本
氏
は
、
工
場

と
自
宅
を
柴
又
に
移

す
決
意
を
し
た
ら
し

い
。
工
場
は
、
今
の
「
寅

さ
ん
記
念
館
」
辺
り
に
、

従
業
員
食
堂
は
「
川
甚
」
の
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
。

 
 
 
 
 

（
写
真
・
都
内
で
も
稀
な
個
人
の
書
院
庭
園
）
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拙
宅
（
高
砂
）
近
く
に
は
い
く
つ
も
寺
院
が
在
る
。

い
ず
れ
も
、
関
東
大
震
災
後
、
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き
た
と

聞
い
た
。

震
災
に
懲
り
た
人
々
は
、
繁
華
な
浅
草
に
比
べ
、
牧
歌
的
な

柴
又
や
高
砂
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
土
地
と
映
っ
た
の
だ
ろ

う
。

Ⅳ
、
特
産
の
レ
ン
ガ
と
瓦

荒
川
と
江
戸
川
に
挟
ま
れ
た
葛
飾
は
、
粘
土
が
容
易
に
採
れ

た
の
か
、
水
運
の
利
便
さ
か
ら
か
、
江
戸
時
代
よ
り
農
家
の
副

業
と
し
て
、
「
瓦
」
や
「
朝
顔
鉢
」（
今
戸
焼
）
な
ど
が
造
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。

余
談
な
が
ら
、
明
治
５
年
、
日
本
で
最
初
の
洋
式
レ
ン
ガ
製

造
所
が
、
小
菅
に
建
設
さ
れ
た
の
も
こ
れ
と
無
縁
で
は
な
い
。

銀
座
や
新
橋
の
洋
風
建
築
、
道
路
に
使
用
さ
れ
た
お
び
た
だ

し
い
数
量
の
レ
ン
ガ
は
、
小
菅
で
窯
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
東
京
府
志
料
に
も
、「
金
町
瓦
」
の
名
で
売
ら
れ
た
記

録
が
あ
る
。
お
り
し
も
発
生
し
た
、
関
東
大
震
災
で
木
造
瓦
葺

の
家
屋
は
倒

壊
、
文
字
通
り
首
都
圏
の
「
瓦
解
」
で
人
々
は

家
を
失
い
、
建
物
の
下
敷
き
と
な
り
、
そ
の
後
の
火
災
で
多
く

の
人
が
命
を
落
し
た
。



9

こ
れ
を
期
に
、
建
築
資
材
と
し
て
瓦
屋
根
の
危
険
性
が
叫
ば

れ
始
め
た
と
い
う
。
当
時
、
柴
又
で
「
瓦
」
を
製
造
し
て
い
た

鈴
木
某
の
生
産
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
及
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。浅

草
を
捨
て
る
決
意
を
し
た
山
本
氏
、
瓦
製
造
の
将
来
に
不

安
を
感
じ
た
鈴
木
氏

と
の
思
い
が
一
致
し
、

今
日
の
山
本
亭
一
帯

を
取
得
し
た
経
緯
が

あ
る
と
い
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
か
つ
て
の
金
町
ブ
ラ
ン
ド
か
？
）
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Ⅴ
．
世
界
に
知
ら
れ
た
庭

ア
メ
リ
カ
に
、
日
本
庭
園
の
美
し
さ
を
伝
え
る
専
門
誌
の
「
Ｊ

Ｏ
Ｊ
Ｇ
」(Journal  of

Japanese G
arden)

が
あ
る
。

１
９
９
８
年
に
創
刊
さ
れ
、
世
界
の
英
語
圏
37
カ
国
で
発
行

さ
れ
人
気
が
高
い
。
同
誌
は
毎
年
、
優
れ
た
日
本
庭
園
の
番
付

を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
中
に
２
０
０
８
年
、
山
本
亭
が
第
４
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。

た
ま
た
ま
、
そ
の
翌

年
に
足
立
美
術
館
を

訪
れ
た
時
に
知
り
、
あ

の
山
本
亭
が
？

と

驚
い
た
。

地
元
の
人
間
が
知

ら
な
い
こ
と
を
恥
じ

な
が
ら
、
一
方
で
区
民

税
を
払
う
一
人
と
し

て
誇
ら
し
く
も
あ
っ

た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
ゆ
る
や
か
に
時
を
刻
む
庭
）
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因
み
に
、
第
１
位
は
足
立
美
術
館
（
島
根
県
）
で
今
日
ま
で
、

そ
の
地
位
は
不
動
で
あ
る
。
２
位
は
桂
離
宮
（
京
都
府
）、
３
位

は
養
浩
館
（
福
井
県
）、
５
位
は
無
鄰
菴
（
京
都
府
）
と
天
下
の

名
園
が
続
く
。

基
準
は
、
大
自
然
と
の
融
合
や
、
建
物
と
の
調
和
、
限
ら
れ

た
空
間
の
見
せ
方
、
利
用
者
へ
の
対
応
な
ど
一
様
で
は
な
い
。

山
本
亭
の
評
価
は
、
堅
苦
し
く
な
い
個
人
庭
園
と
し
て
、
多

忙
な
現
代
人
が
暫
し
畳
に
寝
転
び
、
癒
さ
れ
る
庭
で
あ
る
と
い

う
。名

だ
た
る
京
都
の
庭
園
を
押
さ
え
、
東
京
に
も
安
田
庭
園
（
墨

田
区
）、
徳
富
（
蘇
峰
）
邸
（
世
田
谷
区
）
な
ど
、
元
は
個
人
庭

園
で
あ
る
の
に
外
人
の
目
は
鋭
い
。

Ⅵ
．
柴
又
か
ら
の
発
信

緋
毛
氈
の
廊
下
を
歩
く
と
微
か
な
音
が
す
る
。
エ
プ
ロ
ン
の

女
性
に
聞
く
と
「
さ
ぁ
～
？
相
当
古
い
で
す
か
ら
ネ
」
の
返
事

が
で
あ
っ
た
。

何
回
も
往
復
し
て
み
た
が
、
ど
う
考
え
て
も
「
き
し
み
」
と

は
違
う
。

再
度
、
別
の
女
性
に
伺
う
と
、
に
こ
や
か
に
「
間
違
い
な
く

鶯
張
り
で
す
。
積
極
的
に
言
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
建
築

技
術
の
粋
を
集
め
、
高
級
材
料
を
使
用
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
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す
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
こ
の
女
性
は
吉
田
和
嘉
子
さ

ん
と
云
い
、

区
の
指
定

管
理
制
度

直
後
か
ら

施
設
の
責

任
者
で
、

裏
千
家
の

先
生
で
も

あ
る
。

前
各
項

ま
で
の
記

述
の
多
く

は
、
吉
田

さ
ん
か
ら

の
取
材
で

あ
る
。

 
 
 
 
 

（
写
真
・
鶯
張
り
の
廊
下
と
数
奇
屋
天
井
）

先
日
も
、
区
の
紹
介
で
ア
メ
リ
カ
・
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
か
ら
、

４
人
の
女
性
が
訪
れ
、
お
点
前
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
と
い
う
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
狭
い
入
口
（
躙
口
＝
に
じ
り
ぐ
ち
）
か
ら
入

る
の
？
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ど
う
し
て
、
お
辞
儀
ば
か
り
す
る
の
？
な
ど
、
外
人
ら
し
い

質
問
が
あ
っ
た
と
面
白
い
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。

普
段
で
も
、
館
内
で
は
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
が
、

「
桜
」「
菖
蒲
」「
菊
」
の
季
節
に
お
茶
会
が
催
さ
れ
る
と
い
う
。

吉
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
を
取
り
仕
切
る
他
、
亭
内
で
定
期
的

に
お
茶
席
で
の

マ
ナ
ー
教
室
を

開
催
し
て
い
る

と
い
う
。

（
写
真
・
茶
室
前
に
あ
る
満
開
の
馬
酔
木
）
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世
代
も
時
代
も
変
わ
り
、「
私
」
か
ら
「
公
」
へ
立
ち
位
置
を

替
え
た
「
山
本
亭
」
で
は
あ
る
が
、
庭
園
も
建
物
も
昔
の
ま
ま

で
あ
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｊ
Ｇ
の
ラ
ン
ク
も
区
民
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
し
、
そ
れ

以
外
の
人
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
ろ
う
。

柴
又
の
も
つ
雰
囲
気
や
下
町
の
原
風
景
は
、
歴
史
的
価
値
を

残
す
山
本
亭
の
魅
力
と
、
相
容
れ
な
い
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

し
か
し
、
葛
飾
区
は
寅
さ
ん
の
取
り
持
つ
縁
で
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ウ
イ
ー
ン
と
友
好
都
市
を
結
ん
で
い
る
。

寅
さ
ん
は
永
遠
に
旅
か
ら
戻
ら
な
い
が
、
世
界
に
通
用
す
る

文
化
遺
産
と
、
柴
又
の
魅
力
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
、

内
外
へ
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
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Ⅶ
．
山
本
氏
に
つ
い
て
の
後
日
譚

そ
の
後
も
金
町
中
央
図
書
館
で
、
山
本
栄
之
助
氏
に
関
す
る

資
料
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
カ
ウ
ン

タ
ー
に
相
談
し
た
が
不
明
で
あ
っ
た
。
担
当
の
清
水
さ
ん
は
、

「
少
し
時
間
を
貰
え
れ
ば
調
べ
て
み
ま
す
」
と
、
お
っ
し
ゃ
り

数
日
後
電
話
を
頂
い
た
。

区
史
に
も
見
当
ら
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ア
ナ
ス

チ
グ
マ
ッ
ト
レ
ン
ズ
」
に
、
山
本
氏
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
。

氏
は
１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）、
東
京
市
浅
草
区
で
金
属
加

工
会
社
を
設
立
。
大
正
12
年

の
関
東
大
震
災
後
、
葛
飾
に

工
場
（
六
櫻
社
シ
ャ
ッ
タ
ー

製
造
）
を
移
し
た
と
い
う
。

早
速
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
く

と
、
山
本
氏
と
合
資
会
社

山

本
工
場
、「
六
櫻
社
」
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
六
櫻
社

は
、
コ
ニ
カ
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）
の
前
身
で
あ
り
、
国
産
の

小
型
カ
メ
ラ
「
ベ
ビ
ー
パ
ー
ル
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
一
世
を
風

靡
し
た
ら
し
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
写
真
・
防
空
壕
跡
）
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そ
れ
ま
で
国
産
カ
メ
ラ
の
本
体
は
、
木
箱
に
皮
を
張
っ
た
だ

け
の
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
、
ド
イ
ツ

か
ら
光
学
機
器
の
輸
入
が
止
ま
り
、
金
属
カ
メ
ラ
の
開
発
に
迫

ら
れ
た
と
い
う
。

当
時
の
カ
メ
ラ
は
、
ボ
デ
ｲー
・
レ
ン
ズ
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
分

業
で
、
下
請
の
部
品
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
経
営
者
の
名
前
で
、「
○

○
工
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

大
正
末
期
、
海
軍
は
光
学
兵
器
強
化
の
為
、
六
櫻
社
に
軍
用

カ
メ
ラ
（
写
真
銃
）
の
製
造
を
命
じ
た
。
そ
の
後
、
陸
軍
か
ら

も
射
撃
訓
練
用
カ
メ
ラ

の
受
注
を
受
け
、
技
術
力

を
高
め
規
模
を
拡
大
し

て
い
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
、
大
型

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
六
櫻
社

本
社
工
場
（
淀
橋
）

で
、
小
型
シ
ャ
タ
ー
は
山

本
工
場
で
製
造
さ
れ
、
性

能
が
優
れ
て
い
た
ら
し

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
白
の
漆
喰
が
映
え
る
土
蔵
） 

 
 
 
 
 



17

山
本
亭
内
に
は
、
外
壁
を
分
厚
く
塗
っ
た
大
壁
造
り
の
土
蔵

と
、
敷
地
内
に
防
空
壕
が
あ
る
。
普
段
、
防
空
壕
は
一
般
公
開

し
な
い
が
、
最
近
ま
で
、
終
戦
記
念
日
や
子
供
の
社
会
科
見
学

に
開
放
さ
れ
て
い
た
。

壕
内
は
６
畳
２
間
ほ
ど
の
広
さ
で
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
大
型
金

庫
な
ど
あ
っ
て
、
入
り
口
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
広
さ
だ
と
い

う
。こ

れ
ら
は
、
山
本
工
場

が
単
な
る
町
工
場
で
は

な
く
、
軍
と
密
接
に
関
係

し
、
高
度
の
技
術
力
で
軍

用
光
学
機
器
の
生
産
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

 
 

山
本
氏
の
財
力
は
、
こ

れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
関
東
大
震
災
の
教
訓

か
ら
堅
牢
な
土
蔵
で
火

に
備
え
た
。

工
業
地
帯
か
ら
離
れ
緑
濃
い
柴
又
で
の
本
格
的
な
防
空
壕
、

全
て
が
一
本
の
線
で
繋
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。


